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少年サッカー選手の状況判断能力の評価に関する研究

A study on evaluation of de口sion-makingability in junior youth soccer player 

小 泉 昇 一{神戸大学大学院鎗合人間両学研究開

前問正笠{神戸大 学後 遺科 学冊

ShouにhiKoizumi. 

Masato Ma同局 柿

Abslract 

The purpose of th同 studywas 10 propose useful vid曲 imagete51 that can evaluate the ability of de 

q針。n-makingand situation reco!:(nit的11of a junior youth soccer player. 

rhe video image test from which required information i5 aCQuired 3h11051 similarly in an actual play 

scene in this experiment was created 11 QU箇 lions. This test was c3nicd out 10 24 junior youth soccer 

playe陪 Theseanswers were estimated by four soccer coachcs. And ill。γder10 check the 剖iabi1ityof 

the test. il was carried out twice 10 eight subj舵 ISwho were selected at random 針。 nall subjects. Fur 

then官。re.these answe筒、問reestimated t問 ceby four ooaches respectively 

As a result， the reliabi1ity of the present I'est has been stalislically checked. AI most of junior youlh 

以xcerplaye時間 preselltstudy， whcn the sζ0陀 ofsitualion recognilion had high， the score of decisi。同一

making was al田川gh

11 was considered that the町d曲，m昭:etest proposed in this study can evaluate decisio凶 makingabil 

"y 
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研究目的

サッカー選手は 敵や味方，あるいはポールの

位置が時々刻々と変化するゲーム状担白下で.実

聞に行動をおこす前にその状況に応じた適切な判

断を瞬時に下し行動をおこすことが求められる.

このよヲな状配判断の能力はサッカー理手に欠か

すことのできない能力のひと つであると考えられ

る.

中川 相"は 状配判断の過程が選択的注意，

状担のI!;知。予捌意思決定の璽紫で担えられる

ことを示し、球技スポーツにおいて状担判断に関
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する研究の必要性を唱え，状担判断や状況判断能

}Jについての定義付けを行った.また摘出ら柑

'1'川ら山は ピデオを用いたll<知的トレーニン

グを行うことが，球技E握手の状担収断に関してト

レーエング動県があることや.祖散の選手におい

て判断のー量度を高める劫操があることを確認し

た.さらに近年。実際にポールゲームの渇面を

フィルムに織彫しもそれを彼験者に呈示寸る方法

の研究や')151 ピデオに織影し.雪量示する方訟の

研究制山知剣がなされてきている.

サジカーにおいては.中山 ら，..が間定された

状担でのポール保持者に注目 L.握手の状担判断

過程についてのモデル化を世みた.さらに 江

角仰はこれまでの宰験室的研究からの脱却を図

るため，笑障のグム状担を扱い，少年サyカ一

週平のためのルックアップトレーエ y グを考量

し，その有用性を倹討している.このように 対

級を大学サγカー選手に股定したものや 殺定者量

面を2対2などのごく限られた場面のみを倣って

いる研究は存在する.しかし.少年期のサyカー

選手を対象に実療の指導現場に直後還元すること

を想定した状担判断に関する研究は且当たらな

い.また.球後スポーツの状担判断のトレ ニン

グにおいて。健聴覚蝿器を利用するトレーニング

は グラ y ドを離れて行うことができ。状況判断

能力のトレーニングのみに集中することができる

という中川山の先行研究における知且からも

このような担聡賞機器を利IIIする研究を行う意義

は大きい.

そこで本研究では.少年サシカーの指海現場に

還元することを志頭に，状配判断過程のフち状況

ll<知及び意思決定に注目し。少年湖町サyカ 選

手における状況事断的状視認知能力と意思決定能

力を欄定できる 新たなピデオ映像テストを作成

する.

研究方，去

1. ビデオ映像の作曜

日)状配の設定

サッカー選手の状祝判断能力をiIIl定するため

に 実障のサッカーのゲーム場面で存在しえる。

適切な判断が必聾であると思われる描面を世定し

たピデオ映像を作成した.本研究ではゴールキ

パーを古めて5対5のミニゲームを状況として般

定し.それに合わせてコート町大きさも笑聞の

コートより小さいものとした.コート 町大き tき

は 5対5のミニゲームを行フ時に頗緊にJIIいら

れる 40mx 30mとした.なお ピデオ映像に

畳場する遭手は，中学生サッカー遣手とした.

(2)織彬方法

映像がより災聞のゲーム状況に近い場面となる

ようにするために.ピデオカメラをコートのタッ

チライノ沿いほほ中央の位置で。高さを約

145cm (中学生の身長田標準匝ηから考えた回融

の高さ}に世置した.すなわち 般世したカメラ

の位置が判断者(被験者)が立っている位置とな

る.姐影する方向は.ポールが向かつて来る}j向

とし 判断者が見る映像をさらに兆障のゲーム状

視に近いものにするために ポールが来る方向と

逆方向を線影するカメラをも う1台股置しで で

きるだけ広い範囲の映像を提供できるように配慮

した.また易商によっては，ポールが来る方向と

は逆方向を織影するカメラを動かして(パンエン

グ)織修した.なお.各場面において 舘にすべ

ての状配が網離されたわけではないが。意思決定

に必要な情報が+分古まれるものとして織臨を

行った.

(3)問題の世定

テスト1sJ閣は 映i象徴影時にピデオカメラを世

置した場所に判断者がおり その場所にポールが

来た時に判断書(被験者)が状配に応じた行動を

するといフ置定のもとで 以下町①から⑤の置

定を行った.

①味方ゴルキーパー{友モニタ )からの

スローでカメラの位置にグラウ〆ダ のパ

ス(つまり 。判断者の位世にパス).敵の

プレシンヤ->，ry.(問題信号 1.2 図 1-1) 

② 味方ゴールキーパー(左モニター)が中央

の時方選手にパスし その嘩手からイノサ

イドキックでカメラの位置にグラウングー

のパス.敏のプレッシャーあり . (I ~I回番
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5秒になり，その直桂画面が消えるように編集

し， 日間(問題喬号 }-1} )のピデオ映像テス

トを作成した.

' 0-1-. 

-1--0・.ー・

少年サッカー選手の状況判断後カの評価に摘する惰究

③ 

@ 

⑤ 

テスト問題の状況2安定(問閤昏吟5.6.7)

。

号3.4 図 }-2) 

味方ゴールキーパー(左そニター)がサイ

ドの味方選手にハスし その溢乎からイン

サイドキックでカメラの也世にグラウン

グーのパス.敵のプレッ νャーなし-(問

題番号 5.6.7 図 }-3) 

味方ゴールキーパー{右モニター)からの

スローでカメラに位置にグラウンダのパ

ス.敵のプレッ γャーあり -(問題喬号

s図 }-4) 

味方ゴールキーパー(右モニター)がサイ

ドの味方にハスし その選手からインサイ

ドキックでカメラ位置にグラウンダ のパ

ス.敵のプレツンャーなし.(問闇番号 9.

1O.1I 図}-5) 

このような条件で徹配された映像を.ポールが

カメラの世置場所に来るまでのプレ一時間が3- 図'-3
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図ト4テス卜問題の状況般定urnl1l番号1.2) 

， 
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テスト問題の状況設定(間閤番号9.10.11)図'-5テスト問題の状況2安定{問雌骨骨3.4)図'-2
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2. テスト実lI!方法

世験者の前に2台のそエターテレピを鑓臨した

方向と同じ方向になるように.画耐を世験者に向

けて置き それらのモニターテレビの聞の中央に

被験者を1mらせた 2台のそエターテレピに録影

した2瞳館町映像を同時に映し出し.それらの映

像を世験者に醗察させた.この時，モエターテレ

ピからは音声が出ないようにし。映像のみが映し

出されるようにした.テストの映像が終了してか

ら直ちにその問題に対する解容を。あらかじめ用

意した解答用紙に l分以内で記述させた.解容が

記述しきれなかった場合は解容を中止させ 次の

I問題へ進めた.

被験者には 『これから 2台のそエターに同時

にサフカーのゲーム場面が3-5秒間映し出され

ます.あなたはその映像的中での判断者です.あ

なたはどこを且て守どのような判断をしますかワ

解客用紙に自分が思う判断を自酬に奮いてくださ

い.，といっ発聞を行い。その解答を解答用紙に

杷入させた.解答用紙への記入内容は。映像にお

いて。どこに味方あるいは敵がいて.どのよっに

動いていたかという状況器知に閲するものと 判

断者{髄験者自身)の行動，つまり意思決定に閉

するものの2種額とした.

また。ピデオ映像を用いてのテストに対する不

慣れを少なくするために 本テストの削に韓習問

題 1聞を解容させた.なお その輔習問題の評価

は行わなかった.さらに，被験者には，ピデオ映

像のゲーム状況が5対 5であることは知らせな

かった.

ピデオ映像テストはサッカーのクラブチ ム

に所属している中学生 244自{すべて中学2年生)

を対象に実施した.また 敏験者には事前に本ビ

デオ映像テストの主旨を十分鋭明し 本人のT殺

を博て実施した.

3 テス ト解害の評価方遺

解答させた内容を，場面の状況をどの程度正確

に把握しているか(状配認知} 及び問題となっ

ている状担に対してどのような行動を選択するの

か(意思決定)という 2つの岨点で評価した.

(1)状祝認知について

状視認知として。 L名の臨点者が2つの臨点で

探収を行った. 1つ目は.映像に映し出されてい

る選手の位置についてである.判断者の位置から

見て。敵味方の位置関係が正確に記述できてい

れば正解と~ . 1つ正解するごとに l点を与え

た.2つ自は.映像に映し出されている週平の行

動についてである.選手が映像の中で止まってい

るか.動いているか，また動いているならばその

方向が正備に記述できていれば. 1人の温手につ

きl点を与えた.

また。状祝認知の各問題の満点は。ピデオ映像

内町選手の位置聞係の得点と.それら週平の行動

の得点の合計点とし，問圃番号 1. 2の浦義は

14点.問題番号 3.4. 5. 6. 7. 9. 10 

11の満点は 12点，問題番号 8の構点は 10点で

あった.

(2)意思決定について

岡本サジカー協会公認の指導者世俗(地核C

級スポ-"1旨噂且(サッカー))を持つ指縁者 3
名を宮めた441のサジカー指導者(柿嶋<p散2-

6年)に評価を依頼した.各指噂手?にはあらかじ

めピデオ映像を見てもらい 採点の聞には そ

の問題ごとに.指導を行う観点で良い判断がで

きているかという基惣で露点してもらった.そ

して 揖点の際にはその問題ごとの指鴻者の判

断に革づいた揺点基準を世定してもらい. 1つ

の問固につき 5占満点で.点数が高いほど状況

に応じた良い判断ができているものとして評

価 得点化してもらった.なお 採点の客観性

を図るため 各解答につき 341の指謙者で楳点

を行い 3名の指導者の平均得点をその解答の

綾終的な得点とした.

4 ビデオ睦像テストの評画方逮

まず。ピデオ映憧テス トの揺点基織の評個を行

うために，民ιl者に同じ解容を2回眠点、してもら

い l回目と 2回目の状配I!i知，意思決定それぞ

れの躍点結果を統計的に比較検酎した.

状配飽知に閲する解容について 無作為に抽出

した9名の鞍験者について2回揖点を千円、 被験
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者ごと，問題ごとに相聞係散を求め，その値から

信敏性係数"を求めた.さらに。揮点者聞の提

点基準に畳がないかを検討するために.41¥の採

点者を 実障に評価した3名ずつの2グループそ

れぞれで意思決定に閲する探点結果について 問

題ごとに躍り返しのない場合の分散分析を行っ

た.また，無作為に抽出した9名の被験者につい

て行った，控点者による意思決定に関する 2田町

揺点結果の相関係世および悟頼性係散を世験者ご

と 問題ごとに求めた.

次に1 無作為に抽出した81品の被験者に同じテ

ストを2回行わせ. J回目と 2回目の状況認知守

意思決定それぞれの器保結燥の相聞係数を被験者

ごとに求め，その置から惜頼性係散を求めた(テ

スト ー再テストの方法町.なお. J回目と 2回

目のテストの聞は2週間韓度期間をあけた.

状配認知や意思決定の統計処理は。出村川の

著書を参考に計算を行った.また，統計処理町有

意水準を5%未満とした.

結畢

1 状il1l1l掴について

状況認知に関する解害について!無作為に抽出

した9名の世験者について2回提点を行い。世験

者ごと。問題ごとに相関係散を求めた結果. 9名

表 2自の録点結*の状況惚知についての問煽ごと

の相聞係数且び18順位係数

相関係数 信頼性係数

問題暑骨 I 0.90事 0.95 

問題番号2 O.弧' 0.99 

問題番号3 0.99・
問題骨骨4 1・ 1 

問聞骨骨5 0.96・ 0.98 

周囲暑骨6 O.個・ 。鈎

周回番号7 0.97・ 0.98 

問題番号且 O.伺' 0.99 

問題番号9 1・
問題番号¥0 1・ 1 

間喧番号 11 0.97* 0.98 

ト， 0倍

すべての被験者，問聞について l回固と 2回自の

提点間に有意な相聞が信認され，信頼性係数も高

かった (p<O田 茨 J).また，得点における平

均の葦の検定を行ったところ 有意彊は認められ

なかった.

/xに. 2回テストを尖施した8名の被験者にお

ける.状担~~lについての揮東結果の相聞係教を

被験者ごとに求めた結集。 2A.のみ有意な相聞が

認められた (p< 0.05 波 2)• 
図2に状担I!i知について 24名の被験者の平

均得点を。 I~I題別に得点都として示した. 最高点

の問題は問題番号6で得点率は団%. .Ia:低点の

問闘は問闇按号 1で得点Eがは 30.4%であり 。両

者に大きな畳が且られた.

2 意思決定について

提点者間の採点基2績に蓋がないかを検討するた

めに，問題ごとに韓り返しのない場合の骨散骨街

表 2 2回のテスト結集の状況認知曾思決定につい

ての彼験者ごとの相関係数及び信頼性係数

被験者 l

極量産者 2

被験者3

厳重両者 4

厳験者5

被験者6

被験者7

被験者s

四

" 
1・
量“
宮鍋
〕

2泊

状況抱知

相関係数償額性係数

0.18 0.43 

0.6'* Q.78 

。.14 。咽37

0.21 0.45 

-0.10 

0.41 。ω
0.40 0.63 

o “. 0.81 

意思決定

相関係敏信傾性係数

0.91* 0.95 

0.54 0.73 

-0.却

0.65・ 0.81 

0.13 0." 

0.30 

-0.10 

-0.40 

• p<O.05 

。， ， ・!>689101l岡・..
国 2 状況I!l知についての平幼得点の得点耳慣(問題別)
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2回の民有結果の意思決定についての問題ごと

の相関係数及び倍額性係数(銀点者3名分)

スポーツ方訟学術究

鈎

関

.. 
T了間・""

意思決定についての平均得点の得点郁(問題別)

" 

.， 
得
点
'
m
A
%
}

11i ， 
ー

すE 
ー

4 3 2 
。

図3

信鎖性係敏

0.97 

0.43 

084 

0.88 

0.78 

0.9.1 

0.90 

0.95 

0.76 

0.92 

0.76 

繍関係'"

0.94・
0.19 

0.71・
0.77・
o曲

0.89・
0.82・
0.91・
0.58 

0.85・
0.58 
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袋 3

問題調書号 1

ml.l1Ilt:.Jt 2 

問題"号 3

問咽...予4

問題..骨5

問題..号6

問題..号7

問題視降号8

r~~姐砂号 9

間間帯号 10

1問題骨骨 11 • .・..• ，、 . • .、• • • • 

'" • p<O.05 

注}蜘醐闘闘師制 3駒制肘醐閥帥でー.・Eい鑑.示している.

• 
._(1.“p<G.05 

• • 35 

" 2Q 

.， 

25 

慮
思
決
定

2
S

1ω 個 別

状現紹知(点}

ω 

~I度験有における状況認知と意思決定の合計点

ける守意思決定についての揺点結果の相関係散を

彼験者ごとに求めた結果. 2名のみ有意な相聞が

認められた (p< 0.05.表 21.

図3に意思決定について. 24 A¥の被験者の平

均得点を 問題矧lに得点都として示した.織高点

的問題は問掴書号 7で得点目ドは団 6% 般低点

の問闘は聞睡昏号9で得点率は 56.3%であり

両者にあまり大きな差は見られなかった.

3 状沼健闘と意思決定の関係

状配I!i知と意思決定の関係を且るために。状配

認知1の得点と意思決定の得点、における被験者ごと

の合計点を図4に示す.図の布下や左上に行くほ

ど状担能知と意思決定の得脊結果が樋蝿に異なる

ということになる.検定の結毘.状祝:g却と意思

庇定の問には有意な相聞が認められた {r--O.44

p<O田1.

を行った結集. 1グループはすべての問題におい

て指導者間で有意な畳は確認されなかった. 一

方。もう lつのグル プにおいては.問題番号 l

および8を除く 9つの問題で省意な蓋は確認さ

れなかった.

放に，無作品に抽出した9e¥の世験者について

行った4名の採点者による意思決定に関する 2園

町躍点結果の相関係世および信頼性係散を被験者

ごと。問題ごとに求めた.その結果 世験者ごと

の相間関係の破認では. 3~白の眠点者において，

すべてあるいは9名中7名の被験者において 1回

目と 2[昼l目的採占結果に有意な相聞が確認され

た.しかし。 1名目録点者は 2"，の敏験者につい

てのみ有意な相聞が確認された (p<0.051.また

問岨ごとでは，被験者ごとの佃間関係と同じく，

3名の採点者において共通して7個の問題で有意

伝相聞が確認され，信頼性係数も高かったが(問

題喬号 1. 3. 4. 6. 7. 8. 10' p < 0田.

表 31. 1名の躍点者は 1個の問題でのみ有意な

相聞が繍認された(問題番号 8: p<O田1.ま

た白相聞が確認できた 2回の採点における世験

者 あるいは問題ごとに揖点結県の平均の韮の

有意量検定を行ったところ。すべてにおいて有意

畳は認められなかった.

次に. 2回テストを実施した8名の世験者にお

図4
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考 察

1 ビデオ映像テストの評価

ピデオ映I~テストの採点基準の肝悩を行うため

に U，の毘点者を3名の2グループに分け，グ

ループごとに保点結果の繰り返しのない場合の分

散分析を問題ごとに行った.その桔巣. 1グルー

プではすべての問題で鍛導者間で有意な亜は儲認

されず もう 1つのグループでは問題番号 1. 8 

以外の問題でのみ有意な置が棺認されなかった.

また。 9名の被験者の同じ解容について2回採点

を行った結集，状況認知に闘する揖点結果では，

1回目と 2回目の躍"結果の聞に世験者。問題そ

れぞれにおいて，すべて有意な相関関係があるこ

とが砲飽され，信頼性係数も高い値を示した{表

1 ). 

さらに.意思決定に聞する向傑の相関聞係の確

認において。 3~民の探点者結果で，すべてあるい

は9名中 7~の世験者において拘置な相関関係が

あることが硝寵された.また.問題ごとの相関関

係の砲認では. 3名の提点者において7個の問題

で有意な相闘が磁器でき 僧頼性係数も高い値を

示した{表3).さらに.相闘が確認できたこれ

らすべての結巣において 平時値に 有意な監は

認められなかった.

以上のことから。状視認知，意思決定それぞれ

において1 躍点者間でほぼ閉じ基懲で採点が行わ

れ評価されていたということが示腔される.し

かし。 1グループの採点者聞の卦散骨衡の結果

有意な監が線認されなかった問題が2間あった.

さらに. 1名の躍点者はすべての結果について相

聞が低かった.この原因は。その 1.名の眠占者は

サッカーの指導年教が2年とまだ少なく.指導者

資格を持っていなかったということにあり それ

によって提点基謬がややあいまいに世定されてい

た可能性があると推察される.したがって，本研

究で作成したビデオ映像テストの保点者として

は。ある担度指導経験を積んだ指t募者であること

が望ましいということが示唆される.

一方.8名目桂験者に閉じテストを 2回行わ

せ1 本研究で棺認した控点基慾で躍点を行った

が. 1回目と 2回目のテスト結集の相聞を被験者

ごとに求めたところ状配認知意思決定ともに

2~白しか有意な相聞が認められなかった(茨 2) • 
これには本研究の被験者が少年期のサγカ一連

平であったことがl原因しているのではないだろう

か.すなわち，この年代のサッカー選手は，経験

年世も浅く，状祝判断が迫られる回数もまだ多く

はなく 状視認知意思決定の能カは受理陸暗

であると勾えられる.そのことが原閣で2目的解

害に安足性を欠き，相聞が認められなかったとい

う可能性が推察される.つまり 。少年期のサッ

カ一週手の状配認知・意思決定能力の安定性の欠

如という特置が反映されているということが示睦

される.

2 ビデオ映像テスト由実用性

状視認知について 担名の敏験者の得点率を

問題別に見ると(図2) 問題番号6は回%近い

得点事であることから，問題の鍵品度としては他

の問題と比較して低い問題であったことが検察さ

れる.つまりこの問題は，テスト映像において情

報収集のために且なければならない範囲が狭(，

映像にいる遣手を恕知しやすい開掴であったとい

うことになる.逆に司問題4番号 1の骨点""は

30%と低かったことから テスト映像において

情報眠集のために見なければならない範囲が広

く.また映像に映し出されている週手数も多いた

め 認知しにくい問題であり，他の問題と比較し

て問闘の難品庄は高い問題であったと推察され

る.

また.意思決定について， 24名の臨験者の得

点率を問題別に且ると(図 3).問題審号7や問

題番号 11は得点準が比較的高く.他の問固と比

較して腫晶度が低いであったと推察される.逆に

問魁需勢9は持点率が他の問題と比較して低く。

簸晶度が高い問題であったと推察される.つま

り，問題番号 7や 11は，状祝から判断される選

択肢が少なく.判断を決定しやすい問題であり t

問題番号9は判断町選択肢が多く 網断内容に幅

がある問闘であったということが示鞭される.

さらに.状担認知 。意思決定両方の結果を見て
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みると 意思決定において。ぱらつきが大きく見

られる.このことから，本研究で作成したテスト

ItlI掴は。少年期のサッカ 選手にとっては。意思

決定についてやや躍晶庄が高い開園であったとい

うことが示唆される.

また すべての被験者の採点結果を過して見て

みると 状担認知の得点が高ければ意思決定的得

保も高いという統計的に有意な桔媒が符られた

{闘").これは，中川聞や1 深倉"が言う 状

配臨知が的確になされれば1 意思決定も的確に行

われる可能性が高いという結果と一致するもので

ゐり，本研究で作成したピデオ映臨テストは

サシカー遭平における状況判断能力を評価する有

効な方訟のひとつになり持るものであると考えら

れる.

さらに このようなピデオを用いたサッカーに

おける状担判断能力のトレーニングとして，本研

究で作成したテストは。少年期の圏平にも適用で

きるものと期待される.しかし.テスト問題につ

いてはi 前述した問題の幾品直とあわせて，改善

の余地があると考えられる.

総 括

サyカ一週手にとって時々刻々と霊化するゲ

ム状担において，常にその状況に応じた適切な判

断ができる能力。すなわち状況判断能力は不可欠

な能力である.本研究では少年期のサッカーの指

噂現場に還元することをねらいとした サγカ一

週平の状況判断能力を捌定できる方法の確立を目

的として 2方向からの映彼の世供という形での

ピデオ映像テストを作成した.

実験において テスト問闘を 日 間作成し こ

のテストを24j色町少年サッカ一週平に実施した.

その解答を4名のサッカ}指噂者に保点を依頼し

た.また，テストの評価を行うために 無作為に

抽出した8名の被験者に2回テストを其絡した.

さらに 解答を評価するために 4名の指導者に

9名分の解容について 2回の躍点を依頼した.

統計的な検酎の結果保点JU憶の客剛性，信頼

性を磯認することができた.さらに状配認知が的

確になされれば 意思決定も的舗に行われる可能

性が高いという先行研究の結果と 散する結#1:が

偽られたことから。本研究で作成したピデオ映像

テストの有川性が示唆された.

しかし テスト方法やテスト問岨については

今佳 サフカーの実際のゲーム状担で起こりえる

場耐を精選し 少年期のサッカー理平に合わせた

テスト問聞へと改善することにより 高い妥当性

を時ることができる より布用なテストを傭立し

ていくことが課題である.
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